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電子機器の試験規格と製品設計
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1. はじめに

電子機器のコストダウン要求に対応するため，電子機器

製造，さらには回路や基板設計等が海外へシフトされて

り，それらの製品の中には不具合品も多くなってきてい

。そのため，製品の信頼性等を評価するために，各種信

性試験や EMC 試験等が重要となってきている。それらの

験を行なう際に参考とするものとして，電子機器に関す

国際規格，国内規格等各種規格が存在する。そこで，電

機器に関する各種規格について述べる。

一方，電子機器が，高機能化・多機能化するに従い，消

電力の増大及び高周波数化が進み，発熱や EMC が問題と

ってきている。そのため, 従来から行われてきた試作段

からの対応では，開発費用及び開発期間の増大をまねく

険が指摘されている。そこで，試作段階からの対応では

く，設計段階からの検討が必要となってきている(1)。そこ

，電子機器の製品設計について EMC の視点から述べる。

2. 電子機器の試験規格

試験規格には，国際規格，地域規格，国家規格及び団体

格等様々なものが存在する。ただ，現在国家規格等は国

規格に準拠しつつある。

.1 国際規格 国際規格は， IEC （ International 

Electrotechnical Commossion：国際電気標準会議）が電気・

電子分野の標準化を担当している。その規格の中には，試

験方法や特定製品向けの規格などがある。

ここでは，表 1 に示すような信頼性及び EMC 関連につい

て述べる。

（1）環境試験と信頼性 表 1 にあるものの他，IEC60300-1
ではディペンタビリティプログラム管理がある。

（2）EMC 試験 EMC とは，電磁環境適合性と訳され，

電子機器から放射される不要輻射によるエミッションと，

外部から侵入する電磁波に耐えるイミュニティを扱う。

① 基本規格 基本規格は，すべての製品に適用できる

規格であり，試験法の多くが規定されている。

例：イミュニティ試験：IEC61000-4 シリーズ

② 共通規格 ある環境での使用を意図した様々な製品

に横断的に適用することを意図した規格となっている。

例： IEC 61000-6-3 住宅，商業，及び軽工業環境向け

③ 製品群規格 製品群，すなわち同一規格が適用でき

る同種の製品に対して適用するための規格である。

例： CISPR 22（情報技術機器のエミッション）

④ 製品規格 特有の条件を考慮することが望ましい特

定の製品に対して適用するための規格である。

例： IEC 61131-2（プログラマブル・コントローラの規格）

2.2 地域規格 ある限定された地域内で制定・適用され

る規格であ

例：EN（

2.3 国家

によって，

に策定され１）エレクトロニクスグループ

表 1. 国際規格の例

規格の概要 規格番号

環境条件等 環境条件，環境分類等 IEC60721 シリーズ

環境試験関連 環境試験方法の手順等 IEC60068 シリーズ

EMC 関連 イミュニティ試験 IEC61000-4 シリーズ
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欧州統一規格）ヨーロッパ電気標準化委員会

規格 国家的に規格の制定を認められた機関

作られた規格である。現在では，国際規格を元
たものが多い。
図 1. 電子機器の製品設計
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例：JIS（日本）日本工業規格

2.4 団体規格 標準化をとりあげている学会や工業会

などが，その構成員の合意によって作成したものである。

例：VCCI 日本 情報処理装置等電波妨害自主規制協議会

2.5 規格の適用 ある電子機器に対して試験を行なう

際には，法律上の規制（日本で言えば電気安全取締法，電

波法）がない場合は，上記の規格あるいは社内の規格等か

ら，検討することになる。一般的には，その製品に適用可

能な最も狭い適用範囲を持つ規格を選択する。

2.6 規格の動向 EMC 規格では，無線利用機器等の高
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に示すデザインレビューを行うことで，チェックをする。

これにより試作後の手戻りを小さくすることができる。試

作段階では，各種ノイズ試験を行い，規制値をオーバーし

たり，誤動作が起きた場合には，ノイズ対策を行う。ノイ

ズ対策を行った場合には，設計にその状況をフィードバッ

クして見直しを行い，再度試作を行うこととなる。

3.2 試作段階のノイズ試験とノイズ対策 試作段階の

ノイズ試験とノイズ対策は，図 2 のような手順で行われる。

社内規定あるいは規格を元に試験を行う。試験結果から，

状況の把握，発生源の検討，及びノイズ対策を行い，評価

を行う。最終的には，いかにコストが低く，規格をクリア

できるかが，ポイントとなる。
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波化に伴う技術進歩による電磁環境の変化により，また

験の再現性向上を考慮し，EMC 関連の規格において，新

な規格制定や改正作業が活発に行われている(2)。最近の改

動向を表 2 に示す。 
規格が新たに制定され，また改正されてから，移行期間

設けられる場合が多いが，これら製品に関係する企業に

いては，これらの動向を踏まえておく必要がある。

表 2. 最近の改正動向

コンピュータと AV 機器の規格の融合 検討中

CISPR13, 22 CISPR32

際規格

CISPR20, 24
⇒

CISPR35
3. 電子機器の製品設計

.1 EMC を考慮した製品設計手法 基本設計，詳細設計

階から EMC を考慮する必要があり，その検証の一つの手

としてのデザインレビュー(3)（以下，DR）について述べ

。 
基本設計では，機能を満足するための電子機器であるこ

は当然であるが，以下にノイズを出さず外部からのノイ

で誤動作等しない，ノイズを伝播，放射させない，を前

にノイズ障害や EMC に関する規制，試験法及び試験規格

を調査する必要がある。

詳細設計では，筐体，回路及び基板設計段階において表 3

図 2. ノイズ試験とノイズ対策

3.3 検証手法 検証手法としては，長年つちかってきた

ノウハウを元に設計ガイドやチェックリスト等を作成し，

回路や基板等を検証する等がある。

例 ①設計ガイドやチェックリストを用いた手法

②検証用ソフトウェアを用いた手法

③電磁界シミュレータ等を用いた検証

4. まとめ

本報告では，電子機器の試験規格である環境試験，及び

EMC 試験について述べ，更には，電子機器の EMC から見

た製品設計について述べた。
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表 3. デザインレビュー

要 開発における各フェーズの成果物を,複数の人がチェッ

クしたり,その成果物を使って検討したりする行為を体

系化したもの。
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（１）中

ロン

ステ

（２）井上

p62

（３）市

文書化された成果物を,客観的に複数の人が様々な視点

でレビューすることで,より上流で品質を確保するこ

と。

欠陥は下流で発見されるほど,手直しに工数がかかる。


